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(2)　平成26年2月28日

大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会　共催）

○平成２５年度第１回
テーマ：「電子コンテンツの動向」
日　時：平成２５年９月１２日（木）１３時３０分～１６時３０分
場　所：群馬大学理工学図書館　多目的ホール
参加者：４１名（大学図書館１７名、公立図書館１３名、高校図書館１１名）
講　演：「電子コンテンツの動向　本と図書館の未来を考える」
　　　　専修大学文学部人文・ジャーナリズム学科　教授　植村　八潮 氏

【概要】　2010年の電子書籍ブーム以来、「電子書籍」という言葉が一般化して、今では特別の注釈なく
用いられている。市場創出や利便性の向上という点からも新たな世界に期待が高まっている。では、
長い間、印刷書籍が果たしてきた役割は、電子に置き換わっていくのだろうか。学術情報流通に加え、
教科書など教育における役割はどうなっていくのか。環境変化の中で図書館に期待される役割とは何
か。電子コンテンツの中でも電子書籍を中心に、本と図書館の未来について考えてみたい。

参加者の意見等
　「参考になった」「専門的な分野の話を聞けてよかった」との感想が多く概ね好評であったが、中に
は「難しかった」「勉強不足を感じた」など、やや高度な内容と感じた受講者もいたようです。講師に
ついては、「身近な話題と重ねて話され、わかりやすかった」「話し方を含めて面白く聞けた」との好意
的な意見が多く寄せられました。内容としては、「それぞれの国における背景などを知ることによって、
電子コンテンツをめぐる動向を興味深く面白いと感じることができた」「ペーパーメディアではなくな
るが文字は残る、というのは大変印象的だった」との感想があり、電子コンテンツに対して新しい視
点を得た受講者もいたようです。講演終了後には理工学図書館の見学が行われ、ラーニングコモンズ
や改修後の利用状況について多くの質問が寄せられました。

研究会報告

会場・理工学図書館 末松大学図書館協議会長

講義風景

植村講師
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 　電子書籍とは「図書や雑誌、新聞などの出版物をデジタル化し、専用の端末やタブレット端末、パ
ソコン等で閲覧できるようにした電子資料」のことを言う1。紙の本をスキャナで電子化したものと、
当初からデジタル形態で作成されたボーンデジタル資料とがある。2010年はアップルのiPadやソニー
のReader等が発売されたことにより、「電子書籍元年」と呼ばれた2。平成24（2012）年度の電子書籍
端末の出荷台数は、米アマゾン・ドット・コムの「Kindle」が18万台、楽天「Kobo」が15.5万台、ソニー
の「Reader」が12万台などとなっている3。電子書籍の端末別利用度は、PCを100とした場合、フィー
チャーフォン（いわゆるガラケー）が52.7、スマートフォンが130.0であるのに対し、タブレット端末
が238.7となっており、タブレット端末の普及が電子書籍利用と密接な関係にあることが裏付けられて
いる4。国内では、2010年にEBPAJ日本電子書籍出版社協会
が設立され、電子書籍の共通規格づくりが進められている5。
2012年度の市場規模は729億円で、2017年度には2,390億円程
度の規模にまで拡大すると予測されている6。
　 大 学 図 書 館 向 け に は、eBook LibraryやNetLibrary、
SpringerLink等、学術書籍に特化した電子書籍サービスがあ
る。電子書籍は、紙の本と異なり、供給ルートと利用システ
ムは、個人向けと図書館向けとは別であり、現状では、個人
向けの商品が図書館に提供されることはなく、逆に、図書館
向けの商品が個人に提供されることもない。大学図書館向け
電子書籍は既刊の紙の本を電子化したものが多く新刊の供給
が少ないため、個人向けに販売されている新刊の電子書籍の
利用を学生や教員等から求められても提供することができな
い、などの課題がある7。

1　山本順一編. 新しい図書館情報学, 有斐閣, 2013, p.56
2　同上p.93
3　産経新聞 2013年7月3日 朝刊 10面
4　総務省. “平成24年版 情報通信白書”. 総務省.
　 http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h24/html/nc122310.html（参照2014-02-12）
5　山本順一編. 新しい図書館情報学, 有斐閣, 2013, p.93
6　 インプレスビジネスメディア. “【電子書籍ビジネス調査報告書2013発行】2012年度の新プラットフォーム向け電子
書籍市場規模は368億円でケータイ向けを逆転”. インプレスビジネスメディア.

　 http://www.impressbm.co.jp/release/2013/06/27（参照2014-02-27）
7　国立大学図書館協会 学術情報委員会 学術情報流通検討小委員会. “平成24年度調査報告 
　 その１大学図書館における電子書籍のサービスに向けて―現状と課題―”. 
　 http://www.janul.jp/j/projects/si/gkjhoukoku201306a.pdf （参照2014-02-12）
[図 表] 総務省情報通信国際戦略局情報通信経済室. “情報通信産業・サービスの動向・国際比較に関する調査研究 報
告書 2012年３月”. 総務省, p.99, 

　 http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/linkdata/h24_05_houkoku.pdf （参照2014-02-27）
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(8)　平成26年2月28日

　２月14日から15日にかけての記録的な大雪では、開館に影響が出た図書館も多かったのではな
いでしょうか。流通が寸断され店頭から商品が消える中、居ながらにしてダウンロード購入でき
る電子書籍のメリットが強く感じられた数日間でした。９月の研究会テーマでもあった図書館と
電子コンテンツとの関係が、発展的な方向に進むことを願うばかりです。

編　集　後　記

大会報告

第11回群馬県図書館大会
未来につなげる図書館　～これからの図書館の方向性を考える～

【基調講演】「本に恋して」横山秀夫氏（玉村町文化センター大ホール）
【第１分科会】電子書籍・デジタルライブラリーの現状とこれから（大ホール）
事例報告①「群馬県立図書館デジタルライブラリーの立ち上げについて」
　　　　　　橋爪文夫（群馬県立図書館 地域協力係長）
事例報告②「電子書籍と図書館の取り組み～高根沢町図書館の導入事例～」
　　　　　　矢野誠一（高根沢町図書館長）
事例報告③「電子書籍サービス導入から現在までの取り組みについて」
　　　　　　中田　宏（千代田区立千代田図書館 サービス部サービス管理チームリーダー）
報　　　告「明和町立図書館の電子書籍を見学して」

【第２分科会】児童・青少年に向けた新たな情報発信（小ホール）
講　　　義「公共図書館員のための『インターネットから使える国際子ども図書館』」
　　　　　　橋詰秋子（国際子ども図書館 児童サービス課企画推進係長）
事例報告①「東京都立図書館におけるTwitter／Facebookの取り組みについて」
　　　　　　曽根　綾（東京都立中央図書館 企画経営担当係長）
事例報告②「学生への情報提供サービスの一環として－Twitterとブクログ－」
　　　　　　柘植久美子（群馬大学総合情報メディアセンター中央図書館 学術情報管理係）

【第３分科会】利用者の潜在的要求を刺激する（視聴覚室）
事例報告①「魅力ある案内による日常としての読書推進～その子のための１冊をさがす旅～」
　　　　　　小柳聡美（高崎市立吉井中央中学校 学校図書館指導員）
事例報告②「高教研図書館部会司書研修会［利用者教育研究部会］の取り組み」
　　　　　　宮崎好久（群馬県立渋川高等学校 司書専門員）
事例報告③「文化祭におけるビブリオバトルの実践」柏木彰子（群馬県立富岡高校 司書専門員）
事例報告④「利用者が望む施設を創る－理工学図書館改修にあたって－」
　　　　　　多胡和泉（群馬大学総合情報メディアセンター理工学図書館 理工学情報係長）

記念講演 第１分科会 第２分科会 第３分科会


